ケナフ協議会ニュース　　No.193  （2009.9.）


「ケナフ協議会定時総会、ケナフ等植物資源利用研究会、特別講演会」開催のお知らせ
会長　稲垣　博

かねてよりケナフ協議会の活動にいろいろの面でご協力を賜りありがとうございます。

　さて、ケナフ協議会では来る9月29日(木)、トヨタ紡織㈱グローバル研修センターにおいて恒例の「第14回ケナフ等植物資源資源利用研究会」と「第17回特別講演会」を開催の予定です。本年も第23回定時総会の開催も予定しております。昨年は神戸学院大学ポートアイランドキャンパスにて開催し有益な発表を伺う事ができました。本年もできるだけ多くの方々に参加とご協力をよろしくお願いします。

　会費は当日徴収します。尚、当日のご参加も可能ですが、資料等の準備の都合もございますので前もってお申込いただければ幸いです。

　　参加費:研究発表講演会(会員：2,000円/非会員：3,000円)　懇親会5,000円

　注)別紙参加申込書に必要事項をご記入いただき、事務局までお申込み下さい。

※当日昼食を会場内1階　レストラン「ブルージュ（TEL：0565－47－7404）」にて希望される場合は予約が必要ですので、各自ご予約下さい。また、駐車台数に限りがございますので、公共交通機関をご利用下さい。

第14回ケナフ等植物資源利用研究発表・第17回特別講演会

―地球環境保全と植物資源―

第23回定時総会　プ　ロ　グ　ラ　ム

（2011年9月29日、於：トヨタ紡織㈱グローバル研修センター）

主催：ケナフ等植物資源利用による地球環境保全協議会（ケナフ協議会）

協賛：NPO法人機能紙研究会、紙パルプ技術協会

　　　　　　日本木材学会パルプ･紙研究会、日本木材学会バイオマス変換研究会

{研究発表・講演会｝
13：30～13：40

≪開会挨拶≫　ケナフ協議会　会長　稲　垣　　　寛

研究発表
13：40～14：10

１．工業的ケナフ栽培の技術開発
トヨタ紡織㈱バイオ技術開発部材料開発室　栽培技術開発ＧＬ　松原弘典

特別講演

14：10～15：10

２．環境負荷を考慮したケナフ繊維混入アスファルト舗装の開発
群馬工業高等専門学校環境都市工学科　准教授　木村清和
【休　憩】

15：20～16：20

３．中国国家麻類産業技術システムにおける研究開発
　　　　　　　　　　　　　　同済大学（中国）　教授　　程　　舟

16：20～16：50

２．「震災救援」のためのケナフ（その２）

ケナフ協議会　理事　○勝井　徹・清野洋一
16：50～17：00

≪閉会挨拶≫　ケナフ協議会　副会長　三　木　輝　久

{展示発表}　10：30～17：00

展示コーナー･パネル

　　※展示商品等を事前に送付する場合は下記までお送り下さい。

　　　　〒473-0902　愛知県豊田市大林町8-54　　TEL：0565-74-1522／FAX：0565-74-1919

トヨタ紡織㈱グローバル研修センター　ﾌﾛﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ　下平様　宛

　　※準備につきましては当日9：00～となりますのでご了承下さい。また、18：00には片付撤去作業を完了していただきたく存じますので、ご対応下さいますようお願い申し上げます。

{懇親会}　　17：30～19:00（予定）

研究発表･講演会　参加費[含資料代]会員2,000円／非会員3,000円　 懇親会費5,000円

場所　トヨタ紡織㈱グローバル研修センター（愛知県豊田市大林町８－５４）

　　　愛知環状鉄道　末野原駅より徒歩１５分


今秋のケナフ等植物資源利用研究会、講演会の御案内

会長　稲垣　寛

トヨタ紡織㈱さんのご厚意で、9月29日(木)に同社グローバル研修センターで開催されます。

恒例の研究発表会・講演会ならびに展示会について少し詳しく御案内申し上げ、ご興味のある方は１人でも多くのご参加を希望しております。

１．「工業的ケナフ栽培の技術開発」　トヨタ紡織㈱バイオ技術開発部材料開発室　松原弘典氏

同社は日本で１番のケナフ靱皮の消費者であり、インドネシアの農場でケナフを如何に合理的に生産するかを模索されており、ケナフの短期成長の特長を生かし、期日をずらせて播種・収穫する等、農業分野に工業的手法を取り入れた経営をしておられます。より効率的な農業経営を模索する上で興味深い発表と期待されます。

２．「環境負荷を考慮したケナフ繊維混入アスファルト舗装の開発」

群馬工業高等専門学校　環境都市工学　准教授　木下清和先生

群馬工業高専では、青井透教授の下で、長年ケナフ繊維強化プラスチックの研究が行われ、幾つもが製品化されつつありますが、今回は素材をアスファルトに代え、アスファルト舗装の炎天下における変形･わだちの防止と、アスファルトに骨材を混合して舗装材料を作る際に生じるCO2の減少の両面からケナフ繊維混入の合理性を報告されています。これらはケナフ議会ニュースの7月号に寄稿されたものでありましたが、実験されたご当人から詳しく伺うことが出来て幸いであります。

展示品の項でもご紹介しますがケナフが土木面でも使用され始めたことは、最近の傾向といえます。

３．「中国国家麻類産業技術システムにおける研究開発」　　同済大学（中国）教授　程　舟先生

程舟先生は日本留学中、高知大学農学部・鮫島一彦教授（ケナフ協議会副会長）の下で長年ケナフの研究に専念され、、遺伝子上からケナフの発生経路・種類の分別など多くの成果を上げられ、中国に帰国後は、中国農業科学院麻類研究所発行の［中国麻業科学］（Plant Fiber Sciences in China）の編集委員としても活躍中であります。

世界一の麻類生産国である中国、特にケナフについて内部から見られた実情と動向について忌憚なく伺えれば、今後の大きな参考になることと信じます。

４．「震災救援」のためのケナフ　　　　　　　ケナフ協議会　理事　　○勝井　徹　・　清野洋一

勝井理事のお宅は、宮城県加美郡色麻町で、3月11日は激震であったが、海岸線からは距離があり被害は軽微でした。尊父は元色麻町長で、ご当人は県立南郷工業高校の先生で、お顔も、活動範囲も広いため、ケナフ協議会・高知ケナフ普及会・広島ケナフの会・兵庫ケナフの会・環境21の会等のケナフを中心とする環境団体の前進基地として、救援物資の保管・中継基地として活用させて頂き、避難所や救護班（川原医師―ケナフ協議会会員―の活躍されている［ロシナンテス］救護班）などへの物資の輸送を奉仕して頂きました。（この報告は協議会ニュースの6月号にご当人の寄稿による［ケナフによる“宮城震災救援活動”奮戦の記］として掲載）。

本講演はその第2話に当たるもので、期待されます。

会場で、午前中から展示・開催される展示発表会には、ケナフの繊維や芯部を使用したパナソニック電工のボード、ケナフ炭粉末入りの、脂肪の洗浄効果と肌の保護作用が抜群のケナフ入り石鹸（甲山ケナフの会・吉岡会長）、東日本大震災の避難所の防臭の記事で一躍有名になったケナフ活性炭（環境21の会・竹重会長）の展示があります。－以上ご了解済み－

そのほかに、トヨタ紡織のドアートリム・ケナフ使用の自動車部材、山陽ロード工業㈱の道路壁面保護材料“ケナフブランケット”などの展示も予定されております。－以上交渉中－

年に１度の生きたケナフ情報交換会に是非ご参加をご勧誘申し上げます。
「平成23年度ケナフ協議会、特別講演と研究発表会」展示発表・参加申込書

2011年9月29日（木）トヨタ紡織㈱グローバル研修センター
年　　月　　日
	氏　　名

（ふりがな）

※複数名記入可
	

	所属、職名
	

	住　　所

（連絡先）
	（〒）



	会員資格
	１．団体会員　２．正会員　３．一般　４．学生

（当日会員に：　１．加入　　２．加入しない）

	連絡先　１
	TEL：　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　

	連絡先　２
	e-mail：

	参加希望
	展示発表　（　す　る　・　しない　）

発表題目

発表者名(連名の場合は全員の氏名)

講　演　会　（　参　加　・　不参加　）

懇　親　会　（　参　加　・　不参加　）



	予稿集の

追加購入
	（　　）冊、１．購入する　　　　２．購入しない

（一冊千円です。学生以外の参加者には一冊当日無料配布）

プログラムは無料配布します。


送付先:　〒799-0101　愛媛県四国中央市川之江町4084-１

(社)愛媛県紙パルプ工業会内　

ケナフ協議会事務局　担当：石川、角川

 TEL(0896)58-2055　FAX(0896)58-6240　

info@e-kami.or.jp
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